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今日の話	
 

}  この講義について 
}  新規講義 
}  他に「情報セキュリティ論」(VOD講義)です 

}  科目体系と履修コース 
}  科目体系の説明は情報メディア学科のウェブにVODがあります 

}  進め方 
}  講義、旬の話、質問やコメントの回答 
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科目体系	
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コンピュータ	


導入科目	
 支援科目	


動画 
CG 

アニメ	


ネットワーク	


ソフト、アプリ	


システム	


ソーシャルメディア	
 メディアコミュニケーション	


情報コンテンツ基礎科目	


デザイン(ウェブ、マルチメディア)	


グラ
フィック 

音声 
サウンド 

音楽	


コピー 
ライティ

ング	
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覚えて欲しいこと	
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}  いろいろなシステムの仕組みを知る 
}  いろいろなシステムがある事を知る 
}  いろいろなシステムの仕組みがおぼろげに分かる 
}  いろいろなシステムの仕組みが分かる 
}  いろいろなシステムの長所と短所が分かる → 次が予想できる	


スケジュール(1)	
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}  4月17日：講義の進め方等のガイダンス 
}  4月24日：休講 
}  5月1日：コンピュータシステム 

}  サーバ、パソコン、タブレット、スマホ 
}  「コンピュータ概論」 

}  5月8日：ネットワークシステム 
}  5月15日：インターネット 
}  5月22日：ウェブシステム 
}  5月29日：クラウドシステム 
}  6月5日：SNS 

}  「ソーシャルメディア概論」「ソーシャルメディア論」 

スケジュール(2)	
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}  6月12日：映像系情報システム(1) 
}  6月19日：映像系情報システム(2) 
}  6月26日：公共情報システム 
}  7月3日：放送システム 

}  「放送メディア概論」 

}  7月10日：広告システム 
}  「広告メディア概論」 

}  7月17日：ビッグデータとオープンデータ 
}  7月24日：企業の情報システム 
}  7月31日：VOD補講：まとめ 
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働く環境と労働観の変化(1)	
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}  働く環境の変化 
}  企業のアイデンティティ 
}  個人のアイデンティティ 
}  専門性の向上と資格取得 

}  各業務のスペシャリスト(専門職)に vs ジェネラリスト(一般職) 

}  人事制度の変化 
}  ビジネスのグローバリゼーション 

}   vs 地域に特化したローカリゼーション 

}  ビジネスのスピード化	


働く環境と労働観の変化(2)	
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}  職場環境の変化 
}  在宅勤務 
}  SOHO: Small Office/Home Office、サテライトオフィス 
}  モバイルオフィス 
}  コワーキング、コワーキングスペース 
}  自分の机のない職場 
}  ラーニングコモンズ 

}  仕事内容の変化 
}  販売員の存在意義 
}  中間管理職の存在意義：運用部門/会社と開発企画部門/会社 
}  電子メールやグループウェアによる社内コミュニケーション	


働く環境と労働観の変化(3)	
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}  職場での情報リテラシー 
}  パソコンでの文書管理能 → デザインや映像にも 
}  パソコンのシステム管理 → クラウド利用とPC、タブレット、スマホに 

}  情報化による業務内容の変化 
}  鉄道の改札業務 
}  銀行の窓口業務 
}  旅行代理店 

}  企業の情報化と求められる人材の変化 
}  情報システムに対する基礎的な知識を将来を読む力 
}  企画提案力 
}  プロジェクトを管理する力 
}  業務改善のための高い視点	



